
第８回 日野市保育の質ガイドライン策定委員会 

―要点録― 
 

１ 日時場所等  

（１）日  時 令和６年７月３０日（火）午後２時００分～午後４時００分 

（２）場  所 日野市子ども包括支援センターみらいく３階多目的室 

（３）出席委員 井口眞美委員長、野原久代副委員長、佐藤道枝副委員長、 

根津正孝委員、上原直実委員、木暮博委員 ※オブザーバー 大澤朋子氏 

（４）欠席委員 なし 

（５）事 務 局 子ども部保育課整備調整係 飯野成路、森航太、小野早苗 

 

２ 要点録  

（１）開会 

 

（２）前回までの振り返り 

■ワーキンググループの意見交換 

・ワーキンググループの進め方や事例の返し方などについて意見交換を実施。 

 

（３）事例の返却について 

・第１回、第２回ワーキンググループでブラッシュアップした事例について、第３回で返却済み。 

・事例の修正については、概ね１カ月を目途に修正依頼。 

・修正が細かかったり、わかりづらかったりする場合には事務局より直接説明させていただくなど、

個別でのフォロー等もしている状況。 

・今後についても、ワーキンググループでブラッシュアップをした事例については、その次のワーキ

ンググループでお返ししていくような流れを想定。 

  

（４）意見交換 

■チェックリストに関する意見交換 

【事務局】 

・（仮称）保育の質ガイドラインにおけるチェックリストの作成目的として、日野市における保育の質

の維持、向上に向けて、保育に関するチェックリストを作成し、日々の振り返りに活用してもらう

ために作成するもの。 

・様々なチェックリストがある中で、日野市としてどういう保育を目指すのか、望ましいのかを示す

指標となるようなチェックリストが作成できるのが理想。 

・チェックリストのコンセプトとして、細部までチェックできるような仕様にするか、大枠でのチェ

ックができるような仕様にするか等、作成にあたって認識のすり合わせをしたい。 

   

【委員からの主な意見】 

 ・不適切保育をクローズアップしたチェックリストではないほうがよい。 

・保育士が気軽に手に取ってみてもらえるようなものというコンセプトであると思うので、あまりで

きてる、できてないの確認をするようなチェックリストではないほうがよい。できてる、できてな

いのチェックリストだと、やった時に保育士のモチベーションが下がってしまう。 

・こうしてはダメというよりも、こうしたら良い、こういうやり方があるんだと気づけるようなチェ

ックリストであるとよい。 



・子どもの権利擁護や安全管理などは「これをやったら一発アウト」というようなもの、保育内容は

「こうするとよい」というようなもの。そのためチェックリストの項目は、より良い保育を目指す

ための項目と、これをやったらいけないという項目とに分かれる。 

・結果を出すものではなく、振り返りができるものとして活用してもらいたい。 

 ・保育士目線のチェックリストと子どもからの目線でのチェックリスト両方が入っているとよい。 

・子どもの権利の項目はトップに持ってきて、子どもからの目線での書きぶりであればあまり抵抗感

なくチェックできるのではないか。 

・読み手が読みやすい文章（だれでもわかるような文章）で書かれたチェックリストでないと読まれ

ないと思う。 

・ワーキンググループで時間が余ったグループにはチェックリストを見て揉んでもらってもいいかも

しれない。 

・ガイドラインの巻末にチェックリストをもっていき、チェックリストと事例集のリンクを記載して

あるとよい。 

・WEB版も作っていきたい。 

・チェックリストはあまり抽象的すぎてもチェックしづらいところもある。他方で、抽象的に書かざ

るを得ないところもある。 

 

■その他意見交換 

【事務局】 

・事例の２回目の修正について、２回目の返却は失礼になってしまうので、事務局のほうで統一感を

持たせて修正する。 

 ・事例集における一言コメントの箇所は、記載内容にばらつきがあるため、ある程度事務局で同じ目

線のコメントになるよう修正して、それを策定委員会で確認してもらうようにする。 

 

【委員からの主な意見】 

 ・事例集の目次にはタイトルがあれば問題ない。園名は記載できれば記載する。 

 ・ガイドライン本文について、大切なことはある程度記載して、そこまで書けないような場合には必

要な情報に飛べるように明示できるとよい。 

 ・ガイドラインの冊子の裏に名前が書ける記載欄があるとよい。 

 ・策定委員会やワーキンググループなど、策定の経過を記載する際に、写真とか載せられるとよい。 

  その他にワーキンググループの参加者や検討日程などを記載できると、市内全園からご協力をいた

だいているとアピールできてよい。 

 

（６）その他 

■次回（第４回ワーキンググループ）について 

・令和６年９月１７日（火） １４時～１６時 みらいく ３階 多目的室で開催予定。 

・次回も同様に、グループワークを通じて事例のブラッシュアップを予定。 

 

■次回（第９回策定委員会）について 

・令和６年９月２４日（火） １４時～１６時 みらいく ３階 多目的室で開催予定。 

・内容（予定）としては、 

  ▶チェックリストに関する意見交換（続き） 等 

 

（７）閉会 


